
内　容

ほ場からの浸透排水（土を通って流れる水）を採

取できる栽培施設を用いて肥料成分の流出量が少な

い肥料の種類、施肥方法の検討を行った（表）。供

試作物はキャベツ「彩音」を８月12日に播種、９月

10日に定植した（５株/㎡）。

キャベツの結球重は、緩効性の化成全層区の収量

を100とすると、２割減肥の化成局所区では97、有

機全層区で93、有機局所区で94となった（図１）。

施肥窒素吸収量に大きな差はなく、窒素利用率は、

化成全層区51％、化成局所区55％、有機全層区49％、

有機局所区59％となった。

ほ場から流出した硝酸態窒素を測定したところ有

機質肥料区よりも化成肥料区で少なかった（図２）。

また、施肥窒素量に対する硝酸態窒素の流出率は化

成全層区で1.1％、化成局所区で1.6％、有機全層区

で2.4％、有機局所区で2.0％となった。化成区では

局所区の流出率が全層区よりも若干高くなったが、

大きな差ではなく、有機区よりは低かった。カリも

同様の傾向であった。

以上の結果から、冬作キャベツでは緩効性化成肥

料を２割減で局所施用（作条）すると収量は慣行と

ほぼ変わらず、硝酸態窒素の流出も有機区より少な

く、環境保全型の施肥法として有効と考えられた。

今後の方針

作条施用よりもさらに窒素利用率が高いと思われ

る表層局所施用法※２を検討する。また、現場で用い

られている各種肥料の窒素溶出パターンから適正な

施用量を明らかにする。
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図１　キャベツ減肥試験における結球重、外葉重並
びに窒素吸収量

注１）結球重の横の数値は化成全層区の結球重を100とし
た場合の比率

２）◆の下の数値は株当たりの窒素吸収量

図２　キャベツ減肥試験におけるほ場から流れ出た
各種肥料成分量

注）硝酸態窒素の上の数値は施肥窒素量に対する硝酸態窒
素の流出率（％）

キャベツ減肥試験における試験区の概要

注１）化成区の肥料は、緩効性化成肥料：IB604（16-10-14）、有機区の肥料
は、半有機質肥料：ブランド有機（10-6-8、有機60％）

２）基肥は９月10日、追肥は10月10日に施用、収穫調査は３月17日に実施
３）かん水は、10㎜降水相当量を１週間に１～２回行い、キャベツ産地
の明石市の平年降水量並になるようにした

※１：肥料を作物の植えすじに沿って地中10cm程度にすじ状に
施用する方式

※２：肥料をうねの表面に散布し、地中10cmまでに混和して施
用する方式


